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英語ことわざの共有性（その１） 

英語ことわざの起源を求めて 

（古典ギリシャ語・古典ラテン語・聖書・中世ラテン語・ 

アメリカ英語などからの借用について） 

東森勲（龍谷大学名誉教授）isao.higashimori@gmail.com 

 

本稿は2023年10月28日に同志社で開催された日本ことわざ文化学会のシンポジウム「世界のこ

とわざにおける共有性と固有性」(Commonalities and Peculiarities in Proverbs around the World)にて, 英語の

ことわざについて考察したことを, 3回に分けて検討する. 第1回目は英語ことわざの共有性（その

１）英語ことわざの起源を求めて, 第２回目は英語ことわざの共有性（その２）英語ことわざが他

の言語にいかに広がったかを検討. 第3回目は英語ことわざの固有性を検討する. 

共有性（その1）= X（＝他の言語A,B,Céのことわざ）ˈ＞英語ことわざ① 

共有性（その2）= 英語ことわざ②ˈ＞Y（＝他の言語Ŭ,ɓ,ɔéのことわざ） 

固有性（英語ことわざ③）＝英語ことわざ全体－(英語ことわざ①＋英語ことわざ②) 

1.はじめに 

英語ことわざは様々な場面で日常生活の中で使用されている. たとえば,Rome was not built in a day.(ロー

マは一日にして成らず）は仕事が遅いと非難された人が言い訳に使用したり（Johnson1954:52), A 

penny saved is a penny earned.（１ペニーの節約は１ペニーの儲けに等しい）は, 株取引に関する入門講

座などの締めくくりの言葉として使用されたり, One picture is worth ten thousand words.（1枚の写真は１

万の言葉に値する）は,外国船が日本領域で不法操業している現場の証拠写真の説明に使用された

りしている. これらのことわざは＜英語ことわざ＞であるが,その起源をさかのぼると英語以外の言

語の翻訳であったりする.一方,英語のことわざが起点となり, 他のヨーロッパや世界の言語のことわ

ざへと広まって使用されているものもある. これら２つの研究を本稿では、英語ことわざの＜共有

性＞として,時間軸を遡る共有性（その１）,英語から他の言語へ広がった共有性（その２）として

とらえて分析する.＜英語ことわざ＞の固有性の探求は,英語ことわざ全体から,共有性（その１）と

共有性（その２）をひいたものを探し出す作業となる. すなわち,他の言語に翻訳もないし,英語圏で

のみ使用されていることわざを探すことになる.本稿の３回の全体構成は１）英語ことわざの起源

をさかのぼり,別の言語に辿り着く場合,２）英語ことわざが起点となり,他のヨーロッパの言語など

に翻訳されたりして広がった場合,３）本稿の最終目的は他の言語には対応物の全くない＜英語こ

とわざ＞の固有性を見つけ出すことである. 国内,海外でこれまでに出版されている＜英語ことわざ
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＞と題する辞書・書物・論文は１）２）のものがほとんでである.英語ことわざ固有のもののみを

取り上げたものは皆無に等しい. 本稿は,これまでにあまり取り上げてこなかった英語ことわざの固

有性を見つけ出す３回の連載となる. 

本論に入る前に, 英語ことわざの起源に関する既存の辞書の記述を少し見てみよう. 戸田

（2003:331）ではRome was not built in a day.(ローマは一日にしてならず)は16世紀中葉フランス語Rome 

ne fut pas faite toute en un jour.から英語に翻訳されて入ったと述べ, A penny saved is a penny earned.（１ペニー

の節約は１ペニーの儲けに等しい）はMieder (2003:92)は英語初出を1640年とし,米語初出を

Titelman(2000:269)は1699年としている. St.Clair (2013:419)は18世紀のベンジャミン・フランクリンの

『貧しきリチャードの暦』に起源があるとしている. Speake(2008:249)ではOne picture is worth ten thousand 

words.（一枚の絵は1000の言葉に値する）は中国語ことわざに起源ありとするが, 根拠はなしとして

いる. 戸田(2003:563）ではOne swallow does not make a summer.（つばめ一羽では夏にはならない）は古

代ギリシャ語では「一羽のつばめでは春(spring)にはならない」であったが, 北国のイギリスでは季

節が＜春＞から＜夏＞となって変形した形で英語ことわざとなったと説明している.これらの先行

研究の記述は正確であるのかを検討する. 本稿では,これらの既存のことわざ辞書や英米のことわざ

に関する書物での起源に関する記述を比較検討し、ことわざの共有性の問題を検討する。 

 

英語ことわざに他の多くの言語が入っていることについて Johnson(1954:iii)は次のような説明をして

いる：English people have taken the proverbs of Romans, Greeks, Spaniards, Frenchmen, Italians, Arabs, Jews, Chinese, 

and other races, turned them into English and made them their own. Wisdom knows no natural frontiers. (英国人は古代

ローマ人, ギリシャ人, スペイン人, フランス人, イタリア人, アラブ人,ユダヤ人, 中国人, その他の人種

からことわざを取り入れ, 英語に変換し, 自らの物にした. 知識には自然の境界は全くない.） 

 

また,『アメリカ英語ことわざ辞典』という名称が,米語固有のことわざではなく,たまたまその辞書

作成時点で見つけられたアメリカにあったことわざであるという説明についてHrisztalina Hrisztova-

Gotthardt, Melita Aleksa Varga(eds.)(2014:33-34)は次のように表現している：the Dictionary of American 

Proverbsé includes many proverbs that originated in North America, but it also lists British proverbs and many other 

proverbs that have been loan translated during the past centuries. The title of this large compendium should appropriately 

have been A Dictionary of Proverbs Current or Found in Americaé  

（『アメリカ英語ことわざ辞典』は北アメリカに起源を持つ多くのことわざを含んでいるが, 英国

のことわざや過去数世紀の翻訳借用された多くの他の（言語の）ことわざも含んでいる.それゆえ, 

この大きな辞書のタイトルとしては『アメリカにて現時点で見つけられたことわざ辞典』という表

現がより適切である.） 
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2.本稿で扱う英語ことわざの辞書・書物について 

1: Titelman (2000) Random House Dictionary of Americaôs Popular Proverbs and Sayings. <<アメリカ英語ことわざ

の起源についてとても詳しい.初出年代を明記し, 具体例もあげている>> 

2: Speake (2008) Oxford Dictionary of Proverbs. (Fifth Edition)<<英語ことわざの初出年を明記し, 例文も示して

いる>> 

3: Flavell (2006) Dictionary of Proverbs and Their Origins.  

4: St Clair (2013) Most Comprehensive Originôs of Cliches, Proverbs, and Figurative Expressions.  

5: Mieder (2003) English Proverbs (Reclam)<<英語ことわざについてドイツ語で注をつけた小さな本だが,

すべての見出しのことわざに初出年を明記している>> 

6: Barlett and Kaplan (1992) Barlettôs Familiar Quotations. (Sixteenth edition).  

7: Room (2001) Brewerôs Dictionary of Phrase and Fable (Sixteenth edition)  

8：Ridout & Witting (1967) The Macmillan Dictionary of English Proverbs Explained. (＝Rideout and Witting 

(1969)English Proverbs Explained. Pan Books ） 

9: 大塚高信,高瀬省三(1976)『英語諺辞典』 

10:戸田豊(2003)『現代英語ことわざ辞典』 

 

３. 先行研究と問題点 

３.1 英語ことわざのルーツに関する論文 

Ivanov and Petrushevskaia(2015）はñEtymology of English Proverbsò （英語ことわざの起源）と題して, Ridout 

& Witting (1967) The Macmillan Dictionary of English Proverbs Explained. (＝Rideout and Witting (1969)English 

Proverbs Explained. Pan Books ）の書物で扱った800の英語ことわざの起源を調査し,以下の表とした. 

<<問題：800の英語ことわざについての個々の起源を述べたデータは全く無く,統計結果の数字のみ

しか論文には記述がないのが残念である>> 

 

英語ことわざの起源
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第1表の分析によれば,本稿の共有性（その1）= X（＝他の言語A,B,Céのことわざ）ˈ＞英語ことわ

ざ① 

の形式化のXにはいる外国語としては以下のものとなる： 

ラテン語20%,フランス語7%,古代ギリシャ語6%,アメリカ英語2.5％,イタリア語1.5%,スコットランド

語1.5%,アイルランド語0.5%, スペイン語0.5%,ドイツ語0.5%,起源不明0.5%,中国語0.25%, ペルシャ語

0.25%が外国語由来のことわざが英語ことわざ①の起源としている.

 

 

第2表の分析結果はイギリス英語のことわざでは民間伝承(folklore)に由来するもの43%,文学作品に由

来する16%なのに対して,ラテン語では民間伝承によるもの7%、文学作品からは13%と書かれたもの

由来が多くなっている. 

<<問題ラテン語とひとくくりにしているが,古典ラテン語と,中世ラテン語の時代区別をしていない

ので,正確さにかける.>> 

ギリシャ語でも民間伝承が1.15%,文学作品からは4.85%. 

<<私見ではフランス語からは1066年のノルマン人によるイングランド征服以降,1300年頃まではいく

つかの例外を除いて,大半の文学作品,大多数の書物はアングロ・ノルマン語(Anglo-Norman＝英国が

ノルマン人に支配されたノルマン朝時代の（1066－1154）に使用されたフランス語)あるいは中世ラ

テン語で書かれていた.イングランドは直接フランス人の支配下に入ったので,中英語（Middle English 

1066年のノルマン人のイングランド征服から15世紀後半頃までの英語）ではフランス語からの借用

語も大量だし,話し言葉の影響により英語ことわざ①にフランス語のことわざから入ったものも多

いと思われる.それゆえ,フランス語由来の英語ことわざ①は民間伝承が4.25%と多く,文学作品は

2.75%と少なくなっていると考えられる.>> 
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表3では6.5%が聖書（旧約聖書2.5%＜ヘブライ語からの翻訳で,キリスト誕生以前＞と新約聖書4%＜

ギリシャ語と一部アラム語からの翻訳で,キリスト誕生以後＞と高い数字となっている.<<1611年の

欽定訳聖書（Authorized Version, King James Version）はイングランド王ジェームズ1世がイングランド

国教会の典礼で用いるための聖書の標準訳を求め,王の命令で翻訳させたもので,英語ことわざにも

この聖書の影響が大きいと思われる.>> 

 

表4からは英語ことわざに影響した文学作品の作家数はイギリス英語ではShakespeareなど82名,ア

メリカ英語では14名. 

<<ここでも中英語では,もっぱら正式な場面でイングランドでは支配者はフランス語を使用したの

で,フランス語では17名の作家から英語ことわざ①に入っていて,アメリカ英語の作家より多くなっ

ている>> 
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3.2.Mieder氏による英語ことわざ①の起源についての見解(注1） 

  

Mieder (2004:9-13)は、以下の４つが現在のヨーロッパことわざの主要な起源としている. 本稿の英語

ことわざ起源を探る大枠は彼の考察に従うことにしたい.  

1) ギリシャ語・ラテン語ことわざ起源（Greek and Roman antiquity） 

2)聖書起源（the Bible） 

3)中世ラテン語起源（Medieval Latin） 

4)アメリカ英語ことわざが起源となり、ヨーロッパことわざにマスメディアを通じて広がったもの

（Through Mass media from US to Europe ） 

<<英語ことわざの観点からすれば,1）2）3）はすべて他の外国語が出発点となり, 英語ことわざ①が

着点となった場合である. 4）ではアメリカ英語が出発点となり,(イギリス)英語ことわざなどヨーロ

ッパのことわざがその着点となっている点が興味深いと思われる.>> 

4. 共有性（その 1） 

4.1古典 ギリシャ語,古典ラテン語,中世ラテン語を起源とする英語ことわざ① 

4.1.1古典ギリシャ語(Classic Greek)起源のもの 

紀元前5世紀から同4世紀にかけて,アテネを中心とするギリシャのアッティカ地方にて使われてい

た言語（哲学者プラトンやアリストテレス, あるいはアイスキュロスなどの悲劇詩人が使っていた

言語）から英語ことわざ①となったものを見ていく. 

(1) Where there is smoke, there is fire. (煙のあるところに火はある） 

ギリシャ語 ŭŮɜ ɡˊɎɟɢŮɘ əŬˊɜɧɠ ɢɤɟɑɠ űɤŰɘɎ.（óNo smoke without fireô）  

英語初出（1375）ˈˈTitelman(2000:367) 

(2) In wine there is truth.（ワインのなかに真実がある） 

ギリシャ語：ɜ ɞɜ ɚɗŮɘŬ. (ó there is truth in wineô)ðSpeake(2008:328) 
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英語初出(16世紀中頃) ̍ˈTitelman(2000:164) 

<<Mieder(2003:118)は英語初出を1545年としている>> 

(3) Make haste slowly.（ゆっくり急げ） 

ギリシャ語：ůˊŮŭŮ ɓɟŬŭɏɤɠ.（ôhasten slowlyô） ̍ L̍ist of Classical Greek phrases 

英語初出(1374頃)̍ˈTitelman(2000:219)  

<<Mieder(2003:62)は英語初出を1385年頃としている>> 

日本語:急がば回れ 

(4) Like father, like son.（この父にしてこの子あり） 

ギリシャ語：ȾŬəɞ əɧɟŬəɞɠ əŬəɜ ɧɜ.(óFrom a bad crow, a bad eggô)  

ˈˈList of Classical Greek phrases 

<<問題：ギリシャ語では悪いカラスからは悪い卵ができる. 英語では父親と子供が似ているの意.ど

のように計算してこの両者が似ているかを説明する理論が欠けている.本稿では3回目に理論的説

明をする.>> 

英語初出 (1340頃). <<(Mieder2003:51)は1616年に英語初出としている>> 

米語初出 (1774)̍ ˈTitelman(2000:212)  

(5) Eat to live, donôt live to eat. （生きるために食べよ, 食べるために生きるな） 

ギリシャ語ūɎŰŮ ɔɘŬ ɜŬ ɕɐůŮŰŮ, ɛɖɜ ɕɐůŮŰŮ ɔɘŬ ɜŬ űɎŰŮ. (ó Eat to live, don't live to eatô) 

Bad men live that they may eat and drink, whereas good men eat and drink that they may live. (悪人は飲み食いするた

めに生きるが、善人は生きるために飲み食いする) 

ˈˈプルタルコス,『若者はいかに詩を聞くべきか』（Bartlett and Kaplan1992:70） 

英語初出 (1387)ˈˈSpeake(2008:92) 

(6) Birds of a feather flock together. (同じ羽の鳥は一緒に集まる) 

ギリシャ語 Ů əɞɚɞɘɠ ˊŬɟ əɞɚɞɘ ɕɎɜŮɘ.(óA jackdaw is always found near a jackdawô)-̍ L̍ist of Classical Greek 

phrases 

<<問題：ギリシャ語 ではコクマルガラスはいつもコクマルガラスの近くに見つけられる。 

英語では同じ羽の鳥は一緒に集まる。この両者も似ているがどのように説明するかが 

ことわざの共有性の説明には必要である>> 

英語初出(1545 ) 

米語初出(1674 )̍ ˈTitelman(2000:28) 

(7) Do in Rome as Rome does. (ローマ人がするようにローマではしなさい) 

 ギリシャ語ɂɏɜɞɠ ɜ əɞɚɞɨɗŮɘ Űɞɠ ́ɘɢɤɟɑɞɘɠ ɜɧɛɞɘɠ.(óAs a foreigner, follow the laws of that country.ô) ̍ ˈメナン

ドロス(古代ギリシャの喜劇作家：紀元前342年ī292年）の作品からの引用 

https://en.wikipedia.org/wiki/Crow
https://en.wikipedia.org/wiki/Jackdaw
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<<問題：ギリシャ語では外国人として,その国の法に従いなさい.英語ではローマではローマ人がす

るようにローマではしなさい. この両言語のことわざの関係も、直訳ではないが,なぜこの2つの異

なることわざが類似しているかを説明する理論が必要である>> 

(8) You can't get blood out of a stone. (石からは血は取り出せない) 

ギリシャ語Ƀə ɜ ɚɎɓɞɘɠ ˊŬɟ Űɞ ɛ ɢɞɜŰɞɠ.(óYou can't take from one who doesn't have.ô)̍ L̍ist of Classical 

Greek phrases 

<<問題：ギリシャ語では持っていない者からとることはできない. 英語では石からは血は取り出せ

ない.この両者も説明が必要である>> 

英語初出(1666). 

米語初出(1800)̍  ̍Titelman (2000:382)  

(9) A fish begins to stink at the head.（ 魚は頭からくさる） 

ギリシャ語 ɢɗɠ ə Űɠ əŮűŬɚɠ ɕŮɘɜ ɟɢŮŰŬɘ.（ôA fish rots from the head downô）ˈˈList of Classical Greek 

phrases 

英語初出(1574) 

米語初出(1674)̍ ˈTitelman(2000:99)  

(10) One swallow does not make a summer. （ツバメ一匹で夏が来たとは言えない） 

ギリシャ語 ɏɜŬ ɢŮɚɘŭɧɜɘ ŭŮɜ űɏɟɜŮɘ Űɖɜ Ɏɜɞɘɝɖ（ôOne swallow does not make a spring.ô）(ツバメ一匹では春にな

らない)̍ ˈアリストテレス『ニコマコス倫理学』第1巻7章  

英語初出（1539） 

米語初出（1652 ）ˈˈTitelman (2000:260) 

（11）Constant dropping wears away a stone. （絶えず落ちる水滴は石にさえ穴をあける） 

ギリシャ語 ́ɏŰɟɖɜ əɞɘɚŬɑɜŮɘ ɟŬɜɠ ŭŬŰɞɠ ɜŭŮɚŮɢŮɑ（ óThrough constant repetition a drop of water hollows out a 

stone.ô）ˈˈサモス島のChoerilus（紀元前5世紀）, fr. 10).  

英語初出（1250）ˈˈSpeake(2008:61) 

 

(12) Let bygones be bygones. （過去は水に流そう） 

ギリシャ語  ́ŮɟŬůɛɏɜŬ ɝŮɢŬůɛɏɜŬ.(óLet bygones be bygonesô)̍ˈ ホメロス（古代ギリシャの詩人）, 『イ

リアス』18,12  

英語初出（1577） 

米語初出(1710)ˈˈTitelman (2000:202) 

(13) History repeats itself.  (歴史は繰り返す） 

ギリシャ語  ȹŮɜ ɡˊɎɟɢɞɡɜ ŰɑŰɚɞɘ ɛŮ Űɖ ɚɏɝɖ/űɟɎůɖ (óhistory repeatingô)̍ˈトゥキディデス(紀元前460-頃

ˈ400) (ギリシャ歴史家）ˈˈRidout & Witting（1969:87） 

英語初出(1553) 

米語初出(1865)ˈˈTitelman(2000:134) 

https://en.wiktionary.org/wiki/%CE%AD%CE%BD%CE%B1_%CF%87%CE%B5%CE%BB%CE%B9%CE%B4%CF%8C%CE%BD%CE%B9_%CE%B4%CE%B5%CE%BD_%CF%86%CE%AD%CF%81%CE%BD%CE%B5%CE%B9_%CF%84%CE%B7%CE%BD_%CE%AC%CE%BD%CE%BF%CE%B9%CE%BE%CE%B7#Greek
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(14) Love is blind.（恋は盲目） 

ギリシャ語Ƀ ɏɟɤŰŬɠ ŮɑɜŬɘ Űɡűɚɧɠ.(óLove is blindô)̍̍ プラトン（紀元前427-347） 

英語初出(1390) 

米語初出(1865)ˈˈTitelman(2000:217) 

(15) Know thyself.（汝を知れ） 

ギリシャ語ɀɎɗŮ Űɞɜ ŮŬɡŰɧ ůɞɡ.ˈˈプルタルコス（古代ギリシャの哲学者）『モラリア』デルフィ

の神のお告げの碑文 

英語初出(1387)̍ ˈSpeake(2008:174) 

(16) Beauty is in the eye of the beholder. （美しさは見る人の目による） 

ギリシャ語：ɖ ɞɛɞɟűɘɎ ŮɑɜŬɘ ůŰɞ ɛɎŰɘ Űɞɡ ɗŮŬŰɐ (ófor in the eyes of love that which is not beautiful often seems 

beautifulô)（愛の目には美しくないものが美しく見えることがある）ˈˈテオクリトス（古代ギリシ

ャの詩人）田園詩 vi. 18 

英語初出(1742)ˈˈTitelman(2000:19) 

 

＜その他のギリシャ語起源とされる英語ことわざ＞ 

 

(17) Enough is as good as a feast. ( 満腹はごちそうも同様) 

英語初出（1375頃） 

(18) Faint heart never won fair lady. (気弱な男が美女を妻になしえたためし無し)  

英語初出（1390頃）  

米語初出(1777)̍ ˈTitelman(2000:91) 

(19)  Kings have long arms.(王の腕は長い) 

英語初出(1539)̍ ˈMieder(2003:71) 

(20) One hand washes the other.（一方の手が他方の手を洗う） 

ギリシャ語ɉŮɟ ɢŮɟŬ ɜɑˊŰŮɘ（ó One hand washes the other ó） . 

英語初出（1573） 

米語初出(1836)ˈˈTitelman(2000:257) 

4.1.2.古典ラテン語(Classic Latin)起源のもの   

紀元前75年からï紀元 200年までの 古典期の書き言葉のラテン語から英語ことわざ①となったもの

を見ていく. 

(21) When in Rome, do as the Romans do.(ローマではローマ人がするようにせよ)  
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ラテン語Si fueris Romae, Romano vivito more; si fueris alibi, vivito sicut ibi.(ówhen you are at Rome live in the Roman 

style; when you are elsewhere live as they live elsewhere.ô)̍ˈ聖アンブローズ(340頃 -397) ( ローマではロー

マの流儀に従って生きよ.他のところでは,またその人びとにならって生きよ) 

英語初出(1530) <<(Mieder2003:102)は英語初出を1475年頃としている>> 

米語初出(1885)ˈˈTitelman(2000:363) 

(22) Death is the great leveler. (死は万人を平等にする) 

 

ラテン語：Omnia mors aequat.(óDeath makes all things equal.ô)(死はすべてを平等にする) --クラウディウス

（紀元370-408) ̍ˈTitelman(2000:48) 

英語初出（1732）ˈˈMieder(2003:41) 

(23）He who excuses himself accuses himself. (言いわけをする者は、自らを罪に陥れる) 

ラテン語：Dum excusare credis,assusas.(óWhile you believe you excuse, you accuseô) 

-- 聖ジェローム(3世紀) 

英語初出(1616)̍  ̍Collins(1961:46) 

(24) One manôs meat is another manôs poison. （ ある人の食べ物は別の人には毒である） 

ラテン語: Quod cibus est alii, aliis fuat acre venenum(óWhat is food to one man may be bitter poison to others.ô) (ある人

には食物でも他の人びとには苦い毒である) 

-- ルクレティウス ( 紀元前99年 - 紀元前55年) ̍ˈCollins(1961:86) 

英語初出(1576頃) 

米語初出（1776）--Titelman(2000:258) 

(25) God helps those who help themselves.（天は自ら助くるものをたすく） 

ラテン語 Industriam adjuvat deus.(神は勤勉を助ける）ˈ  ̍イソップ 

(紀元前550頃) 

英語初出(1651) 

米語初出(1733)ˈˈTitelman(2000:114)  

（26）God made the country and man made the town. （神は国を造り,人は町を造った） 

ラテン語Nec mirum, quod divina natura dedit agros, ars  humana   edificavit urbesóNor is it wonderful , because divine 

nature gave us the fields, but the art of man bulit cities.)( 神聖なる自然は我々に田畑を与えた、人間の芸術は都

市を築いたのだから、それもすばらしいことではない。）(紀元前116-27)̍ ˈCollins(1961:30) 

（27）Do not look a gift horse in the mouth.（贈り物の馬の口をあけて調べてはいけない） 

ラテン語: Noli dentes equi inspicere donati(óDo not examine the teeth of a horse that has been given youô)(もらった馬

の歯を調べてはいけない)－聖ジェローム（385年）ˈˈCollins(1961:55) 
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英語初出(1510頃)  

米語初出（1853）ˈˈTitelman(2000:240)  

(28)  A barking dog never bites.  (吠える犬は決してかまない) 

ラテン語： canem timidum vehementius latrere quam mordere.（臆病な犬はかむよりも激しく吠える）ˈˈ

クルティウス,『アレキサンダー大王伝』VII. iv. 13（１世紀）（戸田2003:705） 

英語初出(1275頃)<< (Mieder2003:44)は1550年頃英語初出としている＞＞ 

米語初出（1929年）ˈˈTitelman(2000:19) 

(29) A rolling stone gathers no moss. (転石こけを生ぜず) 

ラテン語： Saxum volutum non abducitur musco. （ 転がる石は苔をもって覆われず）シルス（古代ロー

マの喜劇作家）紀元前5世紀ˈˈ戸田2003:592 

英語初出(1546) 

米語初出（1721）ˈˈTitelman(2000:287) 

(30) Absence makes the heart grow fonder. （いなければ愛しさはかえって増す） 

 ラテン語：Semper in absentes felicior aestus amantes(その場にいない愛する者に対して、愛の波は常に一

層高鳴るなり）ˈˈ古代ローマの詩人プロペルテイウス(紀元前54年頃ˈ紀元2年)の哀歌II. xxxiiib. I. 

43 

英語初出(1602)̍ ˈMieder(2003:21) 

 

米語初出(1755)̍ ˈTitelman(2000:1) 

(31) If you want peace, be prepared for war.(平和を望むなら、戦争の準備をしろ） 

ラテン語Se vis pacem, pare bellum(óIf you want peace, prepare for warô) 

ˈ -̍コルネリウス・ネポス(紀元前92年－24年頃) (Collins1961:99) 

英語初出(1548)  

米語初出(1755) ̍ ˈTitelman(2000:158) 

(32)  Even Homer sometimes nods. （ホメロス＜ギリシャ詩人＞も時には居眠りをする） 

ラテン語：Indignor quandoque bonus dormitat Homerus.(優秀なホメロスが居眠りをするときはいつも腹

が立つ)̍ˈホラティウス（紀元前65年ˈ8年）古代ローマの詩人『「詩の技法』

ˈˈTitelman(2000:81) 

(33) Art is long and life is short. ( 医術を極めるためには長い年月を要するが、一生は短い) 
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<<日本語の定訳では「芸術は長く人生は短し」であるが、当初の意味はartは芸術ではなく、医術

の技術のこと>> 

ラテン語：Ars longa, vita brevis. (óArt is long, life is shortô) 

古代ギリシャの医者Hippocrates (Aphorisms I. I. life is short, but art is long) のことばをラテン語にしたものが

由来ˈˈCollins (1961:16) 

英語初出(1380頃) 

米語初出(18世紀) ̍ ˈTitelman(2000:14) 

(34) Time flies. （時間が経つのは早い） 

ラテン語:Tempus fugit.（時は飛ぶ）ˈˈ古代ローマの詩人ウェルギリウス(紀元前70-19)の『農耕

歌』第３巻284行目の文言ˈˈCollins(1961:121) 

その他の古典ラテン語から英語ことわざ①となったと考えられるもの： 

(35) A wool-seller knows a wool-buyer.（羊毛の売り手は羊毛の買い手を知っている） 

ラテン語：furem fur cognoscit, et lupum lupus̍̍ Strauss(1998:144)(568) 

(36) Four eyes see more than two. （四つ目は二つよりよく見える） 

ラテン語: Plus vident oculi quam oculus.(óEyes see more than one eyeô) 

ˈˈCollins (1961:48) 

英語初出(1592) ̍ ˈMieder (2003:50) 

(37) Experience is the best teacher. (経験こそが最良の師)  

ラテン語：Experientia docet. (óExperience teaches.ô) (経験が教えてくれる ) 

英語初出(1568) ̍ ˈTitelman (2000:89)  

（38）Desperate diseases need desperate cures.（絶望的な病には荒治療が必要） 

ラテン語: Extremis malis extrema remedia (óFor extreme evils there are extreme remediesô)̍ˈCollins(1961:37) 

英語初出(1539)̍ ˈCollins(1976:37) 

 

(39) Fling dirt enough and some will stick.（ 泥でもたくさん投げれば,少しはくっつくもの）ラテン語: 

Calumniare fortiter,aliquid adhaerebit(óCalyuminiate violently, and something will stick.ô)̍ˈCollins(19761:37)  

英語初出(1660)̍ ˈCollins(1976:38) 
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（40）A spaniel, a woman, and a walnut-tree, the more theyôre beaten the better they be.（犬と女とクルミの木

は,叩けば叩くほどよくなる） 

ラテン語 Nux asinus, mulier verbere opus habent(óA nut-tree, an ass, and a woman need 

beating.ô)̍ ˈCollins(1961:115) 

英語初出(1670)̍ ˈCollins(1961:116) 

（41）Love me, love my dog. （私を好きなら私の犬も好きになって） 

ラテン語: Qui me amat, amat et canem meum(óWho loves me loves also my dog.ô) 

ˈˈCollins(1961:80) 

<<もとはdogであるが、新しいことわざでは catを用いてLove me , love  my cat.とも言うˈˈSt 

Clair(2013:354)>> 

英語初出(1485頃) 

米語初出(1775)̍ ˈTitelman(2000:218) 

（42）So many men, so many minds.（人間の数と同じだけ心がある） 

ラテン語:Quot homines, tot  sententiae(óAs many men as  they are, so many are that opinions.ô)̍ ˈCollins(1961:83) 

英語初出(1546)̍ ˈCollins(1961:83) 

（43）The blood of the martyrs is the seed of the church. （殉教者の血は 教会の種） 

ラテン語: Semen est sanguis Christianorum(óThe blood of Christians is seedô) 

ˈˈCollins(1961:21) 

英語初出(1619)̍ ˈCollins(1961:21) 

(44) Seeing is believing. （見ることは信じることである） 

ラテン語:Videre est credere.(見ることは信じることである) 

英語初出(1539)̍ ˈCollins(1961:111) 

(45) Old age is sickness of itself. (老いはそれ自体が病気だ) 

ラテン語 Ipsa senectus morbus est.（老齢はそれじたい病気である）(大塚1975：493) 

英語初出(1601)̍ ˈMieder(2003:22) 
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(46) After dinner rest while, after supper walk a mile. (正餐の後はしばらく休み、タ食の後は1マイル歩け)  

ラテン語Post prandium stabis, post caenam ambulabis.dinne (正餐のあとには立ち、夕食後には散歩せよ)

（大塚1975:4） 

英語初出(1582)ˈˈ(Mieder2003:43) 

(47)  Necessity is a hard weapon. (必要は堅固な武器である) 

ラテン語 Ingens telum necessitas.(必要は巨大な投槍である). （大塚1975:465） 

英語初出(1539)ˈˈMieder（2003:87) 

(48)  Money makes a man. (金は立派な人間を生む)  

ラテン語Divitiae virum faciunt .（冨は人を作る）（大塚1975:452） 

英語初出(1500頃)̍ ˈMieder(2003:84) 

(49) A word is enough to the wise. （賢い者には一言でたりる） 

ラテン語：verbum sat sapienti(Ridout & Witting1969:179) 

 英語初出(1513頃)̍ˈMieder(2003:129) 

(50) Every man is the architect of his own fortune.（どの人も自分の運命の設計者） 

ラテン語：Fabrum esse suae quemque fortunae.（人は己れの運命の作者なり）ˈˈ戸田(2003:23) 

(51) Soon ripe, soon rotten. (早く熟せば早く腐る) 

ラテン語：Cito naturum cito putridum.(早く熟すものは早く腐る) ̍ˈ戸田(2003:47) 

(52) Blood is thicker than water.(血は水よりも濃い) 

ラテン語Sanguis crassior est aqua. 

英語初出(1412)ˈˈMieder(2003:29) 

(53) Love and a cough cannot be hid. (恋とせきは隠せない) 

ラテン語：Amor tussisque non celantur.(恋とせきは隠されず)̍ˈ戸田（2003:99） 

英語初出(1573)ˈˈMieder (2003:77) 

(54) Love begets love.(愛は愛を生む) 

ラテン語：Amor gignit amorem. (愛は愛を生む)̍ˈ戸田（2003:100） 

英語初出(1648)ˈˈMieder(2003:77) 

(55) Love conquers all. (愛はすべてを征服する) 

ラテン語：Omnia vincit amor.(愛は一切を征服す)̍ˈ戸田（2003:100） 

(56) If you lie down with dogs, you will get up with fleas.(犬とともに横になれば、のみとともに起きる) 

ラテン語：Qui cum canibus concumbunt cum pulicibus surgent.(犬とともにねる人はのみとともに起き

る)̍ˈ戸田(2003:158) 

(57) The rotten apple injures its neighbour.(腐ったりんごはまわりを腐らせる) 

ラテン語：Pumum compunctum cito corrumpit sibi junctum.(腐敗せるりんごはその周りを冒す)̍ˈ戸田

(2003:174) 

(58) Look to the end. ( 結末を見通せ) 

ラテン語：Respice finem(結末を見通せ)̍ˈ戸田(2003:277) 
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(59) A sound mind in a sound body. (健全ある肉体に健全なる精神)̍ˈ戸田（2003:508） 

ラテン語：Mens sana in corpore sano.(健全なる身体に健全なる精神) 

ˈˈ（ユウェナーリス『諷刺詩』第10歌356行目 

(60) Silence means  consent. (沈黙は同意を意味する) 

ラテン語：Oui  tacet consentire videtur.(黙っている人は同意したものと考えられる)̍ˈ戸田

（2003:685） 

英語初出(1380頃)̍ˈMieder(2003:106) 

(61) Man is a wolf to man.（人間は人間にとって狼である）ˈˈ大塚(1976:427) 

ラテン語：Home homini lupus.（人は人にとっては狼である） 

日本語：人を見たら泥棒と思え 

(62) Necessity knows no law.（必要の前に法律はない）(Ridout & Witting1969:123) 

ラテン語：Necessitas dat legem, non ipsa accipit.(必要は法律に従う,それ自身は法律を受けず)̍ˈ戸田

(2003:790) 

英語初出(1377頃) 

米語初出(1674)ˈˈTitelman(2000:239) 

(63) There is no ACCOUNTING for tastes. （人の好みは説明できない） 

ラテン語：De gustibus non est disputandum.（ôThere is no disputing about tasteô）(趣味嗜好について議論する

ことはできない） 

英語初出(1599) 

米語初出(1808)ˈˈTitelman(2000:325)  

4.1.3.中世ラテン語（Medieval Latin）起源のもの(注2) 

900年から1300年にかけて中世にカトリック教会で文語として用いられたラテン語から英語ことわ

ざ①となったものを見ていく. 

(64) A bird in the hand is worth two in the bush.（手の中の一羽は藪の中の二羽に値する）

ˈˈMieder(2014:36) 

１３世紀ラテン語：Plus valet in minibus avis unica quam dupla silvis. (óA bird in the hands is worth more than two in 

the woods.ô) (手の中の１羽は森の中の２羽よりも価値がある)̍ˈTitelman (2000:28)<<ただし,この表現

のwoodsがbushに変わったのは1620年ˈˈCollins(1961:19)>> 

英語初出(1450頃)<< (Mieder2003:28)は1400年頃に英語初出としている>> 

米語初出（1700頃） 

(65) All roads lead to Rome.（すべての道はローマに通ず）ˈMieder(2014:36) 

中世ラテン語:Mille vie ducunt hominem per secula Romam.(óA thousand roads lead men to men for ever toward 

Rome.ô) (千の道が永遠に人をローマに導く) 

ˈˈTitelman (2000:8) 



16 

 

英語初出(1391) 

米語初出(1924)ˈˈTitelman(2000:8) 

(66) The exception proves the rule. （例外のあるのは規則のある証拠） 

中世ラテン語 Exceptio probat regulam(óThe exception proves the ruleô) (óprovesô-の意味は 

ótestsô)ˈˈCollins(1961:46) 

英語初出(1579) 

米語初出(1691) ˈˈTitelman(2000:318) 

(67) There is a remedy for everything except death. (死だけは治療法がない) 

中世ラテン語：ontra malum mortis, non est medicamen in  hortis.(死のわざわいに対しては庭に薬なし) 

英語初出（1430頃）ˈˈ(Mieder2003:100) 

(68) If you canôt be good, be careful. (しとやかにしていられないなら,危ない目にあわないように気をつ

けよ) 

中世ラテン語Si non caste tamen caute.(もし純潔でいられないなら,利口にふるまえ)̍ˈ戸田（2003:97） 

(69) The cat would eat fish, but would not wet her feet.(ネコは魚を欲しがるが,足をぬらすのがいやである)  

中世ラテン語Catus amat pisces, sed non vult tangere flumen.(ネコは魚を好むが,川には触れたがらない)̍ˈ

戸田(2003:284) 

英語初出(1380頃)̍ˈMieder(2003:32) 

(70) All cats are gray in the dark.(すべてのネコは暗闇では灰色である) 

中世ラテン語Omnes feles sunt griseo in tenebris 

英語初出（1549頃）ˈˈMieder(2003:33) 

(71）Strike while the iron is hot. (鉄は熱いうちに打て）ˈˈMieder(2014:36) 

英語初出(1390頃)̍ ˈMieder(2003:69) 

(72）New brooms sweep clean. （新しいほうきはよく掃ける）ˈˈMieder(2014:36) 

英語初出(1546)̍ ˈMieder(2003:30) 

（73）All that glitters is not gold.（光るものすべてが金ならず）ˈˈMieder(2014:36) 

ラテン語:Non omne quod nitet aurum est.(輝くものすべてが黄金にあらず)ð戸田2003:246) 

英語初出(1220頃) ̍  ̍Mieder（2003:59) 

<<1586年シェークスピアの『ベニスの商人』を起源とするとSt.Clair(2013:17)は言う>> 

(74) When the cat is away, the mice will play. （ネコがいないとネズミがはしゃぐものだ）

ˈˈMieder(2014:36) 



17 

 

ラテン語：Dum felis dormit, mus gaudet et exsilit antro.(ネコが眠るとネズミは喜び、穴から飛び出てく

る)̍ˈ戸田(2003:364) 

(75) The pitcher goes so long to the well until it breaks at last.( 水差しはなんども井戸に運ばれるうちについ

には壊れる）ˈˈMieder(2014:36) 

英語初出(1340)̍ ˈMieder（2003:93) 

4.2      X=フランス語起源のもの 

(76) First come, first served. (最初に来たものが最初にもてなしを受けることができ

る)̍ ˈMieder(2003:36) 

１３世紀後半フランス語：Qui ainçois  vient au molin ainçois doit molder. 

(óHe who comes first to the mill, grinds first.ô) ̍ˈSpeake(2008:116) 

(水車場に最初に来る者が最初に粉をひくことができる) 

英語初出(1390). 

米語初出(1630).̍ ˈTitelman(2000:96) 

(77) Near is my shirt, but nearer is my skin. (シャツはわが身に近いが,肌はもっと近い) 

１４世紀初期フランス語：Plus pres môest char que nôest chemise.(肌はシャツよりもわがみに近い)̍ˈ戸

田（2003:165） 

(78) Children and fools tell the truth. (子供と愚か者は本当のことを言う)  

１４世紀後半フランス語：Pour savoir vrai de shoes toute, yvre, runke, sot e femme escoute.(すべてのことにつ

いて真実を知るためには,酔っ払い,子供,愚か者そして 女性の話を聞け )̍ˈSpeake(2008:52) 

英語初出(1425頃)̍ˈMieder(2003:34) 

(79) God tempers the wind to the shorn lamb.(神は毛を刈られた子羊に風を和らげる)  

１６世紀フランス語：Dieu mesure le froid a la brebis tondue.(神は毛を刈られたヒツジに合わせて寒さを

和らげる)̍ˈ戸田（2003:190） 

英語初出(1640) ̍ˈ Mieder(2003:58) 

(80) Rome was not built in a day. (ローマは一日にしてならず) 

16世紀中期フランス語：Rome ne fut pas faite toute en un jour. (óRome was not made in one dayô)̍ˈ戸田

(2003:331） 

英語初出(1545)<<中世フランス語の英訳>> 

米語初出(1646 )ˈˈTitelman(2000:287) 

(81) It is a sad house where the hen crows louder than the cock. 

(めんどりがおんどりよりも大きな声でなく家庭はごく悪い家である) 
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フランス語＜La maison est miserable et mechante ou la poule plus haut que le cocq chante.（めんどりがおんどり

よりも大きい声で歌う家は悲惨な悪い家である）＞（大塚1975:352） 

英語初出(1573)̍ ˈMieder(2003:64) 

その他フランス語起源とされる英語のことわざ：  

(82) No money no Swiss. (お金がなければスイス人は雇えない) 

フランス語＜Point dôargent, point de Suisse.（金がなければスイス人は雇えない）＞（大塚1975:478） 

英語初出(1652)ˈˈ(Mieder2003:85) 

(83) Evil to him who evil thinks.(思いよこしま成る者に災いあれ） 

フランス語：Honi soit qui mal y pense.( Ridout & Witting1969:63) 

(84) You canôt make an omlette without breaking eggs. (卵を割らなければオムレツはつくれない) 

フランス語：On ne fait pas dôomelette sans casser des oeufs.̍ˈ戸田2003:500 

ðLinda and Roger Flavell (2016:88)  

英語初出（1859）ˈˈMieder(2003:89) 

(85) One does not wash oneôs dirty line in public. (汚れた下着は人前で洗うものではない) 

フランス語：Il faut laver son linge sale en famille.(汚い下着は家で洗うべし)1720年頃ˈˈ戸田(2003:453) 

(86) Punctuality is the politeness of princes. (時間厳守は王様のたしなみ) 

フランス語：Lôexactitude est la politesse des rois.  

ˈˈTitelman(2000:278)-- ルイ１８世(1755-1824) 

英語初出（1834）ˈˈMieder(2003:97) 

(87) Every man has the defects of his qualities (or virtues). ( 人は誰でも自分の資質（美徳）には欠陥があ

る)<<参考：「長所が欠点になることもある」ˈˈ佐々木功監修（2009:65）『日本語で引ける英語

のことわざ集』中経出版>> 

フランス語  Les defauts de ses qualitie.s--Collins(1961:79) 

(88) ALL things come to those who wait.（よいことは,待っている人のところにやって来る） 

フランス語： tout vient ¨ celui qui sait attendre.（ óall comes to him who knows how to waitô） 

英語初出（1863）ˈˈMieder(2003:113) 

4.3 聖書起源のもの 

旧約聖書：原文はヘブライ語（一部アラム語）ユダヤ教およびキリスト教の正典.キリストが生ま

れる前までをまとめたもの. 

(89) Happy is the man that hath his quiver full of them.ˈˈ詩篇127:5(矢の満ちた矢筒を持つ人は幸いであ

る) 

(90) An eye for an eye, a tooth for a tooth.（目には目を,歯には歯を） 

Eye for eye, tooth for tooth, hand for hand, foot for foot. Burning for burning, wound for wound, stripe for stripe.(目には目

を、歯には歯を、手には手を、足には足を、やけどにはやけど、なま傷にはなま傷、打ち傷には打
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ち傷をもって償わないといけない)̍ˈ出エジプト記21:24<<ハムラビ法典（紀元前1780）の刑罰と

旧約聖書,出エジプト 21:24に起源があるのは,当時メソポタミア,シリア,パレスチナ地域では学者や

官僚が書記学校でこの表現を共通に学んだために、ハムラビ法典と聖書の両方に同じことわざがあ

ると考えられているˈ参考：St Clair(2013:175)>> 

(91) Man cannot live by bread alone. (人はパンのみに生きるにあらず)  

Man doth not live by bread only, but by every word that proceedeth out of the mouth of the Lord doth man live.ˈˈ申命記

8:3（人はパンだけで生きるのではなく,人は主の口からでるすべての言葉によって生きる）(戸田

2003:523) 

英語初出（1534）ˈˈMieder(2003:80) 

(92)A living dog is  better than a dead lion.（生きている犬の方が死んだライオンよりまし） 

ˈˈ伝道者の書 9：4(Collins1961:78) 

(93) Spare the rod spoil the child. （鞭を惜しむと,子供はだめになる） 

ˈˈ箴言 13：24(Collins1961:116) 

(94) He who sows the wind shall reap the whirlwind. （風をまく者はつむじ風を刈り取る）ˈˈホセア書 

8:7 

(95) As you sow, so you will reap. （蒔いたとおりに刈り取るべし） 

ˈˈガラテヤ人への手紙 6:7-8 

英語初出（900年頃）ˈˈMieder(2003:108) 

(96) He who digs a pit for another, will fall into it himself. （落とし穴を掘るものは自らそこに落ちる）ˈ  ̍

箴言 26:27 

(97) He that will not work, shall not eat. （働かざるもの食うべからず） 

ˈˈテサロニケ人への手紙 第２ 3:10 

英語初出（1624）ˈ -̍ Mieder(2003:130) 

(98)A soft answer turneth away wrath. （やさしい応答は相手の怒りを鎮める） 

ˈˈ箴言１5：1 (Collins1961:15) 

新約聖書原文はギリシャ語 紀元１～２世紀にかけてキリスト教徒たちによって書かれたキススト

教の正典,キリスト生誕後をまとめたもの 
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(99) You cannot serve God and Mammon.(神と冨の両方に仕えることはできない）ˈˈマタイ伝

（Mammonはアラム語で＜冨の神＞） 

英語初出（1531）ˈˈMieder(2003:58) 

(100) Do not throw pearls to swine. (豚に真珠を投げるな)̍ˈマタイ伝 ７:６) 

英語初出（1340）ˈˈMieder(2003:91) 

(101) You see the mote in anotherôs eye but fail to see the beam in your own. （他人の目の中にある塵は見えて

も、自分の目の中の梁は見えない）ˈˈマタイ伝７:３ 

(102) Do unto others as you would have them do unto you. (自分がしてもらいたいように人にしてやりなさ

い)̍ ˈマタイ伝 7:12 

 英語初出（1477）ˈˈMieder(2003:44) 

(103) A prophet is not without honor save in his own country. (予言者は自分の郷里では尊敬されない) ̍ ˈ

マタイ伝 13:57 

英語初出（1485頃）ˈ  ̍Mieder(2003:96) 

(104) A man cannot serve two masters. ( 人は二人の主人に仕えることはできない)̍ ˈマタイ伝 6：24, ル

カ伝  16：13-(Collins 1961:85) 

(105) Pride will have a fall. （プライドは失敗を招く）ˈˈ箴言, 16：18(Collins1961:103) 

(106) Man proposes and, God disposes. （ 人が物事を計画し、神が物事を決める） 

 ̍ ˈ箴言 16：9 (Collins1961:105) 

その他聖書からの英語ことわざ： 

(107) Love your neighbour, yet pull not down your hedge. (隣人を愛せよ,だが生け垣を取り払うな) 

英語初出（1640）ˈˈMieder（2003:87) 

Thou shalt love thy neighbour as thyself. (隣人を自分のように愛しなさい)̍ˈ戸田(2003:164) 

(108) Happy is he that is happy in his children. (子供のことで幸せなひとは本当に幸せである)̍ˈ戸田

(2003:155) 

(109) The spirit is willing, but the flesh is weak. (心は熱しているが、肉体は弱い)- ̍ˈRidout & 

Witting(1969:149) 

(110) The labourer is worthy of his hire. （働く人がその収入を得るのは当然である）ˈˈRidout & 

Witting(1969:104)  

英語初出（1390頃）ˈˈMieder(2003:73) 

 

https://ejje.weblio.jp/content/%E4%BB%96%E4%BA%BA%E3%81%AE%E7%9B%AE%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%AB%E3%81%82%E3%82%8B%E5%A1%B5%E3%81%AF%E8%A6%8B%E3%81%88%E3%81%A6%E3%82%82%E3%80%81%E8%87%AA%E5%88%86%E3%81%AE%E7%9B%AE%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%AE%E6%A2%81%E3%81%AF%E8%A6%8B%E3%81%88%E3%81%AA%E3%81%84
https://ejje.weblio.jp/content/%E3%83%9E%E3%82%BF%E3%82%A4%E4%BC%9D
https://ejje.weblio.jp/content/%EF%BC%97%EF%BC%8D%EF%BC%93
https://ejje.weblio.jp/content/%E3%83%9E%E3%82%BF%E3%82%A4%E4%BC%9D
https://ejje.weblio.jp/content/%E3%83%9E%E3%82%BF%E3%82%A4%E4%BC%9D
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4.4 X=アメリカ語起源のもの 

英語ことわざの広がりでは通常はイギリス英語のことわざが,アメリカ英語にも入っている.ところ

が,アメリカの政治経済の発展で,アメリカ英語が起源となり,イギリス英語に借用されたものや世界

中に広がっているものがある. 

(111) Thereôs no such thing as a free lunch. (ただの昼食なんてものはない)̍ˈLinda and Roger Flavell(2016:33)  

米語初出(1950頃) ̍ˈTitelman(2000:327)  

英語初出(1969) ̍ˈMieder(2003:78) 

(112) Paddle your own canoe. ( 自分のカヌーは自分で漕ぎなさい）ˈˈLinda and Roger Flavell(2016:121) 

米語初出 (1802).  

英語初出(1844)ˈˈTitelman (2000:266) 

(113) If you canôt stand the heat, get out of the kitchen. （熱さにたえられないならキッチンから出て行け）

ˈˈLinda and Roger Flavell(2016:148) 

米語初出(1952) <<Titelman (2000:156-7)は1974年としている>> 

英語初出（1970）ˈˈSpeake(2008:152) 

(114) United we stand, divided we fall.（団結すれば立ち分裂すれば倒る） 

ðLinda and Roger Flavell (2016:240) 

米語初出(1768)  

英語初出（1993）ˈˈTitelman(2000:347) 

<<紀元前6世紀のイソップ『4頭の雄牛とライオン』を起源とする立場もあるSt.Clair(2013:575>> 

(115) The best things in life are free. (人生最上のものはお金がかからない) 

ˈˈSpeake(2008:19) 

米語初出(1927) ̍ˈTitelman (2000:23)  

(116) Actions speak louder than words. (行為はことばより雄弁である)̍ˈ戸田2003:707 

米語初出(1628) ̍ˈTitelman(2000:2)  

 英語初出（1736）ˈˈMieder(2003:21) 

(117) Garbage in, garbage out. (ガラクタを入れるとガラクタがでてくる) 

米語初出（1964）ˈˈMieder (2003:57)<<コンピューター産業で使用>> 

(118) Donôt change horses in mid-stream.（川の真ん中で馬を換えるな） 

<<このことわざはリンカーンなどアメリカの政治家が選挙活動によく使用した

ˈˈSt.Clair(2013:144)>> 

米語初出(1864 )̍ˈTitelman (2000:69) 

英語初出(1929)ˈˈSpeake(2008:49) 

(119) It takes two to tango. (タンゴを踊るには二人が必要) 

米語初出(1920s)̍ˈTitelman(2000:171) 
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英語初出（1952）ˈˈMieder (2003:112) 

(120) One picture is worth a thousand words.（一枚の写真は一万のことばに値する） 

米語初出(1927 )̍ ˈTitelman (2000:260)<<米語初出をMieder (2003:92)は1921年としている>> 

英語初出(1954)̍ ˈSpeake(2008:249) 

(121) What is good for General Motors is good for America. (GMにとって良いことは、アメリカにとっても

良いことだ) ̍ˈMieder(2004:13)  

米語初出(1939)ˈˈTitelman(2000: 359) 

4.5. X=ドイツ語など起源のもの 

(122) An apple never falls far from the tree. (リンゴの実は木から離れたところには決して落ちない)  

１６世紀ドイツ語：Der Apfel felt nicht gerne weit vom Baume.（ óThe apple does not usually fall far from the 

tree.ô）（リンゴはたいてい木から離れたところには落ちない）ˈˈSpeake(2008:8) 

英語初出（1939）ˈˈMieder (2003:23) 

<<Titelman (2000:13)はこのことわざがどこから来たか誰にもわからないが、ドイツ語、ロシア語版が

ある。米国では1839年エマーソンにより用いられたと説明している>> 

(123) Donôt throw the baby out with the bathwater. (たらいのお湯と一緒に赤ん坊を捨てるな)̍ˈLinda and 

Roger Flave11(2016:7-8) 

ドイツ語：Das Kind mit dem Bade aussh¿tten. (óthrow the baby out with the bath waterô) ̍ˈトマス・ムルナー

『阿呆祓い』 1512年(St.Clair2013:151) 

英語初出（1953） 

米語初出(1925) ̍ˈTitelman(2000:70)  

 

4.6日本語のことわざが起源のもの 

Speake(2008)の辞書で英語ことわざ①に日本語が起源となるものが4つあがっている。Google Books

のデータを用いた検索をすると,それぞれ次のような時間軸による使用変化がでてくる.  

Google ngramによるgoogle booksのデータに入っているGoogleが収集した500万冊を超える書籍デ

ータをもとに, 5000億語の単語を分析して時代の変遷をグラフ化, 1800年から2000年まで,検索語の

使用頻度を時系列のグラフで示すことが可能.  

(124) Fall down seven times, get up eight. (七転び八起き) ̍ ˈSpeake(2008:108) 

英語初出（1997） 

https://ja.wiktionary.org/wiki/%C3%BC
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(125) The frog in the well knows nothing of the sea.（井の中の蛙大海を知らず) ̍ˈSpeake （2008:125）  

英語初出（1918）  

 

(126) The nail that sticks up gets hammered down.(飛び出た釘は金槌で打ち付けられる ) 

ˈˈSpeake(2008:221)  

英語初出（1972） 
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日本語 出る杭はうたれる 

(127) Time flies like an arrow. （光陰矢のごとし) ̍ˈ大塚（1976:637) Cf. Speake(2008:320) 

 

<<問題：Speake(2008)『ことわざ辞典』では（125）The frog  in the well knows nothing  of the sea.(井の中の

蛙大海を知らず)は1918が英語初出となっているが, Google booksのデータではさらに古い1877の

次のような,さらに起源をさかのぼるデータが,電子化されている.検索では英語（British English）

米語（American English）の区別をして検索もできる. 

 

ñThe frog in the well knows not the great ocean , " which lay almost forgotten in the national memory for centuries , has 

come forth.. ̍ ˈWilliam Elliot Griffis, The Mikadoôs Empire(1877:.580) (「井の中の蛙,大海を知らず」何世紀も

の間,国民の記憶の中でほとんど忘れ去られていたものが姿を現し..)>> 

＜参考：時田昌瑞氏のご指摘によると江戸期まで117件、明治期が49件、戦後が87件で長期に渡

り使用例数はそれほど変わらずに用いられているとのことです＞ 
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5．英語ことわざの起源を遡る場合の問題点 

5.1英語ことわざに起源の特定の難しさについて 

時間を遡って英語ことわざのルーツをさぐる難しさについて,ドイツ人ことわざ研究者Mieder氏は次

のように述べている： 

It is usually quite difficult to trace the origin and history of a proverb in  a particular language.ˈˈMieder(2004:10) 

Proverbs: A Handbook.Greenwood Press.（ある特定の言語における、あることわざの起源や歴史を遡る

ことは通常は至難の業である） 

(128) The grass is always greener on the other side of the fence.（となりの芝生はいつも青い） 

米語初出(1545)̍ ˈTitelman(2000:121) 

<<米語起源とするが,アイデアそのものは古代ローマの詩人オウィディウスにまで遡ると

Titelman(2000:121)は述べている.>> 

(129) Clothes make the man. (衣装が人を作る) 

ギリシャ語：ɇŬ ɟɞɨɢŬ əɎɜɞɡɜ Űɞɜ ɎɜŰɟŬ.（ óThe man is his clothingô） （人は服である） 

米語初出(1783). ˈˈTitelman(2000:41) 

 << 起源は古代のバビロニア言語により書かれたものに遡るとTitelman(2000：41)は述べている>> 

(130）Too many chiefs and not enough Indians.（酋長が多すぎてインデイアンが足りない ） 

<<このことわざの起源はTitelman(2000:4)では1940年頃のオーストラリア英語というが、

St.Clair(2013:559)では起源は完全に米語であると対立している>> 

(131）Cleanliness is next to godliness.（清潔は敬神に近い）身体や衣服を清潔に保つことは神を敬う心

に通ずるの意. 

<<Titelman (2000:4)は2世紀後期古代へブライ語のことわざとするが,St.Clair (2013:104)は聖書

とか古代ベブライ語の起源ではなく、最初に用いたのは英国人フランシス・ベーコンであり,1605

のシェークスピアも同じものを使用したと説明している>> 

(132) Different strokes for different folks.(人にはそれぞれのやり方がある) 

＜＜このことわざの起源についてはだれにもわからないが、 Mieder氏は “different 

strokes”という表現は1950年代のアメリカ南部の黒人にたどり着くので米国起源と考え

ると説明している＞＞――Titelman(2000:49)   

(133) Good fences make good neighbors. (よい垣根はよい隣人をつくる） 

＜＜アメリカ人詩人ロバート・フロストが1914年にこのことわざを作ったと一般に言われている

が,  Titelman (2000:118)は1640年のE.ロジャーの 『ウィンソップ家の書簡』の手紙にまで,時代を

遡ると主張する＞＞ 
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以下の2例は英国の先住民であるケルト人のことわざに遡るとするものである. 

(134) An apple a day keeps the doctor away.（1日1個のリンゴは医者を遠ざける）<<Titelman(2000:13)は

このことわざはケルト人のウェールズ語の民間伝承にまで遡るとしている>> 

 英語初出(1866) ̍ˈMieder (2003:23) 

（135）Make a little makes a mickle.( 塵も積もれば山となる)  

<<このことわざのmickle. はケルト人のスコットランド語で「多くの量」の意>> 

英語初出(1250頃)――Mieder(2003:76) 

（136）A penny saved is a penny earned.（１ペニーの節約は１ペニーの儲けに等しい） 

<<18世紀にアメリカ人,ベンジャミン・フランクリンに基づくとしているが,  

アメリカであれば,通貨はドルかセントなので, “A dollar /cent  saved is a dollar /cent  earned.”

のほうが良いように思えるCf. St Clair(2013:419)>>  

5.2英語ことわざの共有性という観点で問題となること 

(137) Children and fools tell the truth. (= (78)) 

(子供と愚か者は本当のことを言う) ̍̍ Mieder (2003:34) 

１４世紀後半フランス語：Pour savoir vrai de shoes toute, yvre, enffant, sot e femme escoute.(ñTo know the truth 

about everything, listen to drunkards, children, idiots, and women.ò)(すべてのことについて真実を知るためには,

酔っ払い,子供,愚か者そして 女性の話を聞け ) ̍ˈSpeake(2008:52) 

<<もとの中世フランス語では,酔っ払い,子供,愚か者,女性が真実を話すと言っているが,英語ことわ

ざでは子供と愚か者だけになって全体の一部になって いる>> 

英語初出(1425頃)̍ˈMieder(2003:34) 

(138) First come, first served. (=(76))(最初に来たものが最初にもてなしを受けることができる) 

１３世紀フランス語：Qui ainois  vient au molin ainois doit moldre. 

(óHe who comes first to the mill, grinds first.ô)̍̍ Titelman(2000:96) 

(水車場に最初に来る者が最初に粉をひくことができる) 

<<フランス語では,小麦粉の粉をひく水車場での早い者勝ちであるが,英語ことわざでは一般化され

てどのような場面でも早い者勝ちとなっている.>> 

英語初出(1390頃) ̍ ˈMieder(2003:36)- 

(139) All roads lead to Rome. (=(65))（すべての道はローマに通ず） 

中世ラテン語:Mille vie ducunt hominem per secula Romam.(óA thousand roads lead men to men for ever toward 

Rome.ô) (千の道が永遠に人をローマに導く) ̍ˈTitelman(2000:8) 

<<中世ラテン語では千の道であるが,英語ではすべての道となり数量が拡大 

している.>> 

英語初出(1391) ̍ ˈMieder(2003:101) 

(140) The cat would eat fish, but would not wet her feet. (= (69)) 
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(ネコは魚を欲しがるが、足をぬらすのがいやである) 

中世ラテン語Catus amat pisces, sed non vult tangere flumen.(ネコは魚を好むが、川には触れたがらな

い)̍ˈ戸田(2003:284) 

<<中世ラテン語ではネコは川には触れない,英語ことわざでは,足をぬらすのがいや.[川に触れないな

ら、足をぬらさない]という因果関係があり、中世ラテン語は原因を述べ、英語ことわざはその帰

結を表現している>> 

英語初出(1380頃)̍ ˈMieder(2003:32) 

(141) There is a remedy for everything except death. (= (67)(死だけは治療法がない) 

中世ラテン語：contra malum mortis, non est medicamen in  hortis.(ó against the evil of death there is no remedy in the 

gardenô)(死のわざわいに対しては庭に薬なし) ̍ˈSpeake(2008:266) 

<<中世ラテン語では庭に薬で,英語ことわざでは治療法となっている.当時は 

薬草は薬である.その薬草がないと,治療法がないという推論がこの両者の共有性にかかわる>> 

英語初出(1430頃) ̍ˈMieder(2003:100) 

（142）Birds of a feather flock together.(= (6))（ 同じ羽の鳥は一緒に集まる） 

ギリシャ語 Ů əɞɚɞɘɠ ˊŬɟ əɞɚɞɘ ɕɎɜŮɘ.(óA jackdaw is always found near a jackdawô)（コクマルガラスはい

つもコクマルガラスの近くに見つけられる） 

<<ギリシャ語 ではコクマルガラスと特殊な鳥について述べ、英語ことわざでは同じ羽の鳥は一緒

に集まると鳥の特徴を 一般化している>> 

英語初出(1545) ̍ ˈMieder(2003:28) 

（143）Do in Rome as Rome does. (=(7))(ローマに行ったらローマ人のするようにしなさい) 

ギリシャ語ɂɏɜɞɠ ɜ əɞɚɞɨɗŮɘ Űɞɠ ́ɘɢɤɟɑɞɘɠ ɜɧɛɞɘɠ.(óAs a foreigner, follow the laws of that country.ô) 

<<この例では英語ではローマという特定の地名で特殊化されているが,ギリシャ語ではどこでも外

国人はその土地の規則に従えとなって一般化されている>> 

英語初出(1475頃 ) ̍ ˈMieder(2003:102)When in Rome, do as the Romans do. 

（144）Like father, like son. (=(4))（この父にしてこの子あり） 

ギリシャ語ȾŬəɞ əɧɟŬəɞɠ əŬəɜ ɧɜ.(óFrom a bad crow, a bad eggô)（悪いカラスからは悪い卵ができる） 

<<知識として似ているものとして理解するプロセスがかかわる。英語ことわざでは,父と

子,ギリシャ語では,悪いカラスと悪い卵（日本語ではカエルの子はカエル）など>> 

英語初出(1616 ) ̍ ˈMieder(2003:51) 

（145）You can't get blood out of a stone. （＝(8)）（石からは血は取り出せない）. 

ギリシャ語Ƀə ɜ ɚɎɓɞɘɠ ˊŬɟ Űɞ ɛ ɢɞɜŰɞɠ.(óYou can't take from one who doesn't have.ô)（持っていない者か

らとることはできない）.  

<< 知識としてないものの関係を理解するプロセスがかかわる.英語ことわざでは、石には血がない,

ギリシャでは持っていない人から物をとれない,日本語ではない袖は振れないなど >> 

英語初出(1666 ) ̍ ˈMieder (2003:29) 

さらに、詳しくは3回目に検討する. 

https://en.wikipedia.org/wiki/Jackdaw
https://en.wikipedia.org/wiki/Crow
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６．終わりに 

1回目は英語ことわざの起源について,英語ことわざ①の起源について書かれた辞書,本,論文を比較

検討してみた.既存の＜英語のことわざ辞書＞などには,その起源が英語以外のものにたどり着くこ

とが多いことがわかる.すなわち,古典ギリシャ語,古典ラテン語,中世ラテン語,聖書（ヘブライ語,ギ

リシャ語,アラム語）と共有している英語ことわざが多いということである.結論的には,英語固有の

ことわざを特定化するには,これらの共有性あることわざを,英語ことわざ全体から排除しないとい

けないことがわかる.これまで調べた範囲では,英語固有のことわざのみを扱った本,辞書,論文はほと

んど無いと思われる.次回の2回目は共有性（その2）について検討したいと思います. 
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